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「うまく炊けたね」「おいしくできたね」と、子どもたちはかま
どの熱さを我慢しながら作った食事に大満足。8月3日から5日まで
夏休み子どもキャンプ大会が行われました。飯ごう炊飯やウォーク
ラリー、キャンプファイヤーなどを体験。夏休みのよい思い出がた
くさんできましたね。
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おいしい食事

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.asp
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新しい農業委員を紹介します

長生村のHome page
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.asp
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新しい農業委員さんを紹介します

会長　土屋　久男
（岩　沼）

改
選
後
は
じ
め
て
の
農
業
委
員
会
総
会
が
７
月
24
日
に
開

催
さ
れ
、
会
長
に
土
屋
久
男
氏
、
職
務
代
理
に
細
谷
三
男
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
、
貸
借
、

贈
与
な
ど
の
権
利
移
転
や
転
用
の
許
認
可
、
農
地
の
利
用
関

係
の
あ
っ
せ
ん
、
農
業
者
年
金
、
贈
与
税
や
相
続
税
の
納
税

猶
予
、
標
準
小
作
料
や
農
作
業
標
準
料
金
の
設
定
な
ど
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５番　諸岡　清一
（一松新屋敷）

４番　御園　一男
（宮ノ台）

３番　緑川　善一
（金　田）

２番　岩坂　　登
（曽　根）

１番　東間　正清
（ 驚　）

12番　高仲　　功
（七井土）

11番　藤波　一男
（信　友）

10番　細谷　三男
職務代理（宮ノ台）

９番　佐瀬　義教
（北水口）

８番　森　　　登
（小泉北）

７番　矢部　成介
（上の原）

６番　小倉　庫人
（岩　沼）

16番　鵜澤　　功
（下　村）

15番　木島　好忠
（入山津）

14番　石川　昭夫
（中之郷）

13番　東條　　孝
（高　塚）

農
業
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か

毎
週
金
曜
日
に
発
行
さ
れ
、

農
家
の
経
営
と
暮
ら
し
に
大
変

役
立
つ
新
聞
で
、
料
金
は
月
額

６
０
０
円
で
す
。

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
へ

（
32
）
４
７
４
２

任期：平成14年７月20日 ～ 平成17年７月19日

（ ）内は自治会名



お知らせのページ パート１

健
康
で
生
き
が
い
に
満
ち
た

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
、
情
報

の
提
供
や
実
利
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ

千
葉
県
教
育
会
館

本
館
３
０
３
会
議
室
（
千
葉

市
中
央
区
中
央
４
〜
13
〜
10
）

◇
講
座
内
容

テ
ー
マ
「
身
体

ス
ッ
キ
リ
！
幸
齢
化G

O

ー

G
O

」

講
師
　
斉
藤

昭

〃
　

間
瀬

芳
枝

※
文
部
省
認
定
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
他

◇
受
講
対
象

概
ね
40
歳
以
上

の
人
（
受
講
無
料
）

◇
定
　
員

１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
財
団
長
寿
課

０
４
３
（
221
）
７
４
４
８

Fax
０
４
３
（
221
）
４
７
７
７

E-m
ail
fu
ku
fu
re@
cd
.m
b
n
.o
r.jp

肺
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、

Ｘ
線
断
層
撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
）

に
よ
る
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

今
ま
で
に
こ
の
検
診
を
一
度

も
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
や
、

喫
煙
を
し
て
い
る
人
に
お
勧
め

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
対
　
象

昭
和
６
年
４
月
２

日
〜
昭
和
36
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

◇
検
診
日

10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
頃
を
予
定

◇
申
込
期
限

９
月
12
日
（
木
）

ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

第
14
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

長
生
２
０
０
２
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
ま
で

【
雨
天
時
11
月
10
日
（
日
）】

◇
と
こ
ろ

長
生
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク

◇
募
集
要
領

出
店
者
は
長
生

郡
市
内
居
住
者
に
限
り
、
原

則
と
し
て
日
常
生
活
に
お
け

る
不
用
品
、
リ
フ
ォ
ー
ム
作

品
な
ど
を
出
店
物
と
し
ま
す
。

食
べ
物
や
生
き
物
は
禁
止
し

ま
す
。
出
店
物
を
陳
列
す
る

際
の
シ
ー
ト
、
棚
な
ど
は
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
店
舗
当
た
り
の
区
画
は
概

ね
25
㎡
と
し
ま
す
。
売
上
金

は
、
出
展
者
個
人
ま
た
は
団

体
の
収
入
と
し
ま
す
。
店
舗

場
所
は
広
域
組
合
で
開
催
当

日
に
指
定
す
る

◇
募
集
期
間

９
月
２
日
（
月
）

〜
９
月
20
日(

金)

ま
で(

応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
長
生

郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
宛

に
１
人
１
通
に
限
定

○
往
信(

裏)

①
郵
便
番
号
、

②
住
所
（
団
体
の
場
合
は
所

在
地
）、
③
電
話
番
号
、
④

氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
及
び
代
表
者
氏
名
）、
⑤

主
な
出
店
物
（
具
体
的
に
）

○
返
信(

表)

返
信
先
の
①
郵

便
番
号
、
②
住
所
（
団
体
の

場
合
は
所
在
地
）、
③
氏
名

（
団
体
の
場
合
は
団
体
名
及

び
代
表
者
氏
名
）

※
返
信
の
裏
面
は
何
も
記
入
し

な
い
。
な
お
、
往
復
は
が
き
以

外
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

◇
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ

〒
２
９
７-

０
０
３
５
　
茂
原

市
下
永
吉
２
１
０
１
番
地

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
　
環
境
衛
生
課

（
23
）
４
９
４
４

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
や
村
が

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
事
業
者
や

施
設
、
内
容
な
ど
を
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
15
年
４
月
以

身体
更生施設・療護施設・授産施設
・居宅介護・デイサービス・短障害者
期入所
更生施設・授産施設・通勤寮

知的 ・心身障害者福祉協会が設置す
障害者 る福祉施設・居宅介護・デイサ

ービス・短期入所・グループホーム
障害児 居宅介護・デイサービス・短期入所

支援費制度の対象となるサービス 降
は
障
害
者
自
身
が
希
望
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
事
業
者
と

の
契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
「
支
援
費
制
度
」
に

変
わ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
場
合
は
、
村
に
支
援

費
支
給
の
申
請
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
手
続

き
は
10
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
県

や
村
の
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、「
支
援
費
制
度
」
に

関
す
る
説
明
会
を
９
月
８
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

茂
原
市
役
所
１
階
市
民
室
に
て

開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

たくさんの人でにぎわう
フリーマーケット

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

肺
が
ん
検
診

「
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

の
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
す

生
き
が
い
健
康
づ
く
り

講
座
の
開
催

道路にはみ出た枝は所有者の責任で伐採を ！！
4

ご

ー

ご

ー

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ

り
、
今
年
の
12
月
１
日
か
ら
、

ご
み
の
焼
却
は
一
部
の
例
外
を

除
き
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
を

出
さ
な
い
構
造
の
焼
却
設
備
に

よ
り
焼
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
家
庭
用
焼
却
炉
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
燃
え

る
ご
み
は
必
ず
指
定
の
可
燃
ご

み
専
用
袋
（
青
い
袋
）
で
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
川
の
堤
防
や
排
水
路

の
土
手
な
ど
で
の
野
焼
き
や
、

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
置
い
て
ご
み

の
焼
却
を
し
て
い
る
所
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。『
火
災
の

村
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
変
更(

農
振
除
外)

申
請
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

地
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
場

合
は
、
こ
の
手
続
き
を
行
い
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
類
は
、
産
業
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
受
付
場
所

産
業
課
窓
口

◇
受
付
期
限

９
月
13
日
（
金
）

ま
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
土
、
日
曜
を
除
く
）

昨
年
、
都
市
計
画
法
及
び
建

築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
村
で
は
都
市
計
画
区

域
内
の
用
途
地
域
の
定
め
の
な

い
区
域
（
白
地
地
域
）
に
つ
い

て
、
土
地
利
用
状
況
に
応
じ
て

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
な
ど
の
形

態
規
制
を
見
直
し
ま
す
。

現
在
、
白
地
地
域
に
つ
い
て

は
建
ぺ
い
率
70
％
、
容
積
率
４

０
０
％
と
い
う
全
国
一
律
の
規

制
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
見
直
し
に
よ
り
地
域
の
実

情
に
適
合
し
た
き
め
こ
ま
や
か

な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
り

村
で
は
、
村
民
の
持
家
の
普

及
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
住
宅
利
子
補
給
事
業
制

度
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
12
月
の
採
択
分
を
以

っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
現
在
す
で
に
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

上
下
水
道
使
用
料
の

徴
収
業
者
の
変
更

危
険
』
も
あ
り
、
地
域
住
民
に

多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課
　

（
32
）
２
４
９
４

県
庁
一
般
廃
棄
物
課

０
４
３
（
223
）
２
７
５
８

◇
問
い
合
わ
せ

産
業
課

（
32
）
２
１
１
４

※
次
回
の
受
け
付
け
は
、
平
成

17
年
４
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

ま
す
。

今
後
村
で
は
、
地
域
の
土
地

利
用
状
況
に
あ
っ
た
「
建
築
物

形
態
の
規
制
」
に
つ
い
て
の
素

案
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
、
見
直
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

◇
定
　
員

１
０
０
人

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

※
締
め
切
り
は
10
月
３
日
（
木
）

今後、白地地域の建築形態規制が見直しされます

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
水
道

と
下
水
道
の
使
用
料
徴
収
業
務

の
委
託
業
者
が
、
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。

現
＝
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ

新
＝
㈱
東
計
電
算
茂
原
営
業
所

〒
２
９
７-

０
０
２
６
　

茂
原
市
茂
原
１
５
７
０-

２

（
27
）
３
８
８
８

な
お
、
今
回
の
業
者
変
更
に

伴
う
、
利
用
者
に
お
け
る
手
続

き
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
口
座

振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

従
来
ど
お
り
口
座
か
ら
自
動
振

替
と
な
り
ま
す
が
、
振
替
先
が

㈱
東
計
電
算
と
な
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
道
＝
下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

水
　
道
＝
長
生
郡
市
広
域
市

町
村
圏
組
合
水
道
部
業
務
課

（
23
）
９
４
８
２

※
検
針
業
務
は
９
月
20
日
か
ら

変
更
と
な
り
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
10
日
（
木
）

午
後
１
時
15
分
か
ら

◇
内
　
容

講
義
「
明
る
い
明

日
を
築
く
た
め
に
」「
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
ら
し
く

生
き
よ
う
」

◇
会
　
場

茂
原
市
役
所
５
０
１
・

５
０
２
会
議
室

◇
受
講
料

無
料

こんな焼却は絶対ダメ！

住
宅
建
築
利
子
補
給
の

制
度
を
廃
止
！

男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

農
振
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

ご
み
の
焼
却
規
制
が

強
化
さ
れ
ま
す

建
築
物
形
態
規
制
の

見
直
し
が
さ
れ
ま
す

税金は納期内に納税を　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
5

！！
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介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
た

め
の
住
宅
改
修
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
？

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
介
護

保
険
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
転
倒
予
防
や
部
屋
の
移
動
の

た
め
の
手
す
り
の
取
り
付
け

②
床
段
差
解
消
の
た
め
の
工
事
、

ス
ロ
ー
プ
の
設
置

③
滑
り
防
止
及
び
移
動
の
円
滑

化
な
ど
の
た
め
の
床
材
の
取

替
え

④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
替
え

⑤
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
に

取
替
え

こ
の
よ
う
な
改
修
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
を
し
や
す
く
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
介
護
保

険
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
改
修

を
す
る
場
合
に
は
、
改
修
前
の

日
付
入
り
写
真
が
必
要
で
す
の

で
、
工
事
を
す
る
前
に
必
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
改
修

対
象
費
用
額
の
20
万
円
を
限
度

と
し
９
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

※
住
宅
改
修
に
つ
い
て
は
、
業

者
と
の
工
事
契
約
で
ト
ラ
ブ
ル

も
起
き
て
い
ま
す
の
で
、
悪
質

業
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　わります

老人医療制度
老
人
保
健(

70
歳
以
上)
で
医
療

を
受
け
る
人
の
制
度
が
、
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

◎
受
給
対
象
者
が
70
歳
か
ら
75

歳
以
上
に
変
わ
り
ま
す

た
だ
し
、
次
の
人
は
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
定
障
害
認
定
者

②
平
成
14
年
10
月
１
日
の
前
日

(

９
月
30
日
）
に
既
に
70
歳
以
上

で
あ
る
人
（
昭
和
７
年
９
月
30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◎
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

が
定
率
１
割
に
変
わ
り
ま
す

た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
者

は
、
定
率
２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
負
担
割
合
（
１
割
・
２
割
）
を

記
載
し
た
医
療
受
給
者
証
を
９

月
下
旬
に
交
付
し
ま
す
。（
以
前

の
医
療
受
給
者
証
は
無
効
と
な

り
ま
す
）

◎
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

外
来
の
月
額
上
限
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
、
新
た
に
１
カ
月
の
自
己

負
担
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
以
上
の

所
得
の
あ
る
人
（
注
１
）

年
収
（
例
）

・
単
独
世
帯
の
場
合
（
年
金
収

入
の
み
）
約
450
万
円
程
度
以
上

・
夫
婦
２
人
世
帯
の
場
合
（
年

金
＋
給
与)

約
637
万
円
程
度
以
上

低
所
得
者
Ⅱ
（
注
２
）

世
帯
主
及
び
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
人

低
所
得
者
Ⅰ
（
注
３
）

世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
住

外 来 入 院

一　　般 3,200円 37,200円

（大病院
住　民　税

5,300円） 24,600円
非　課　税
老 齢 福 祉

15,000円年金受給者

平成14年9月30日まで

低
所
得
者

自己負担限度額
外来（個人 （外来＋入院）
毎に計算）

一定以上所得者
40,200円

72,300円＋１％

（注１） （40,200円）

一 般 12,000円 40,200円

Ⅱ(注2)
8,000円

24,600円

Ⅰ(注3) 15,000円

低 所
得 者

介
護
保
険
で

住
宅
改
修
を
す
る
時
は

㊨
改
修
前

㊧
改
修
後

平成14年10月1日から民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
世
帯

に
属
す
る
人

◇
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

老
人
保
健

病院の窓口で支払う一部負担金が、年齢によって変わります
平成14年10月1日以降に70歳になる人は、75歳になるまで国民健康保険で医療を受けます。国民健康保険証

とは別に給付率を示す「高齢

受給者証」を交付します。

7

10月１日から変　

国民健康保険　

※1 上位所得者とは、国民健康保険税の算定の

基礎となる基礎控除後の総所得金額などが

670万円を超える世帯です。

※2 ( )内は過去12カ月以内に4回以上高額療

養費の支給があった場合の、4回目以降の限

度額です。

平成14年9月30日まで

一般　・・・　3割負担

（0歳以上70歳未満）

高額療養費の自己負担限度額が変わります
自己負担額は70歳未満と70歳以上では異なります。

また、世帯内で合算できる場合もあります。

詳しくは、住民課保険係へお問い合わせください。

32ｰ2115

平成14年9月30日まで
121,800円(70,800円※2）

上位所得者 ＋医療費が609,000円を

※１ 超えた場合は、超えた分

の1%を加算

63,600円(37,200円）

一　 般 ＋医療費が318,000円を

超えた場合は、超えた分

の1%を加算

住　民　税 35,400円

非課税世帯 (24,600円)

平成14年10月1日から
自己負担限度額

（国保世帯単位）

139,800円(77,700円）＋ 医療費

上位所得者 が699,000円を超えた場合は､超

えた分の1%を加算

72,300円(40,200円）＋ 医療費

一　　般 が361,500円を超えた場合は、超

えた分の1%を加算

住　民　税 35,400円

非課税世帯 (24,600円)

平成14年10月1日から
3歳未満の乳幼児　・・・　2割負担

3歳以上70歳未満　・・・　3割負担

70歳以上75歳未満 ・・・　1割負担
（一定以上所得者（注１）は2割負担）

70
歳
未
満
の
人

70
歳
未
満
の
人

自己負担限度額
外来(個人

外来＋入院（世帯単位）
単位)

72,300円(40,200円) ＋

一定以上 医療費が361,500円を

所得者(注１) 40,200円 超えた場合は、超えた

分の1%を加算

一　　般 12,000円 40,200円

低所得
24,600円

者Ⅱ(注2)
8,000円

低所得
15,000円

者Ⅰ(注3)

70
歳
以
上
の
人

住
民
税

非
課
税
世
帯

国民健康保険
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

夏
休
み
子
ど
も

キ
ャ
ン
プ
大
会

８
月
３
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
驚

の
一
松
海
水
浴
場
入
口
交
差
点
で
、

交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
村
内
駐
在

所
の
お
ま
わ
り
さ
ん
、
交
通
安
全
母

の
会
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
「
お

し
ぼ
り
作
戦
」
と
題
し
安
全
運
転
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

お
し
ぼ
り
、
う
ち
わ
、
あ
め
な
ど

を
１
セ
ッ
ト
に
し
た
啓
発
グ
ッ
ズ
５

０
０
個
を
、
赤
信
号
で
停
車
す
る
車

一
台
一
台
に
「
交
通
安
全
の
Ｐ
Ｒ
で

す
。
安
全
運
転
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
手
渡
し
ま

し
た
。

安
全
運
転
を

心
が
け
て

積み土のう工法の実習中です

疲れていても気をつけて帰ってくださいね

８
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
静
岡
県
御
殿

場
市
の
「
国
立
中
央
青
年
の
家
」
で
、
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
の
夏
休
み
子
ど

も
キ
ャ
ン
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八

積
、
高
根
、
一
松
の
小
学
６
年
生
96
人
が
参

加
し
、
２
泊
３
日
の
共
同
生
活
を
体
験
し
ま

し
た
。

うまくご飯ができたかな？

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
花
火
で
ポ
ー
ズ

い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に

８
月
３
日
に
一
宮
川
流
域
治
水
環
境

対
策
協
議
会
（
長
生
郡
市
７
市
町
村
）

な
ど
の
主
催
に
よ
る
水
防
訓
練
が
、
一

宮
川
第
一
調
整
池
（
鶴
枝
遊
水
公
園
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
第
６

支
団
幹
部
、
役
場
自
衛
消
防
隊
員
な
ど

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
広
域
消
防
本
部
職
員
に

よ
る
講
義
と
実
技
で
、
参
加
者
は
み
な

真
剣
に
土
の
う
作
り
や
積
み
土
の
う
工

法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ゴールを目指してがんばれ

9

７
月
24
日
に
台
湾
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
選
手
と
役
員
約
70
人

が
来
日
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
市
町

村
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

市
原
村
長
が
「
よ
う
こ
そ
長
生
村
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
村
の
子

ど
も
た
ち
と
十
分
な
交
流
が
図
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
、
記
念
品
の
交
換
や
歓
談
を
し

ま
し
た
。

両
国
の
選
手
団
は
長
生
、
白
子
、
一

宮
、
茂
原
の
少
年
野
球
関
係
者
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、
８
月
３
日
ま

で
地
元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

野
球
で
国
際
交
流みんなで記念撮影

８月１日に食中毒予防啓発運動の一環とし

て、茂原保健所職員と管内食品衛生協会役員、

食品衛生指導員が長生郡市内を、食中毒を未然

に防ぐために注意を呼びかけるパレードを行い

ました｡

食中毒に注意！

みなさん食中毒には注意してください

今
年
も
一
松
海
水
浴
場
で
は
長
生
村
観

光
協
会
主
催
の
無
料
観
光
地
引
網
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
天
候
の
関
係
で
毎
回
開
催
と

い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

開
催
さ
れ
た
日
に
は
約
４
０
０
人
の
人
が

網
を
引
き
に
海
岸
に
集
ま
り
ま
し
た
。
網

が
上
が
っ
て
く
る
と
み
ん
な
中
を
見
よ
う

と
網
の
周
り
に
集
ま
り
、
身
動
き
が
取
れ

な
い
ほ
ど
で
し
た
。

捕
れ
た
魚
は
参
加
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ら
っ
た
魚
を
手
に
、
と

っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

観
光
地
引
網
に

多
く
の
人
が

大人も子どもも一緒になって網を引きました

7月27日に一松小学校のＰＴＡ主催による一松海

岸のごみ拾いが行われ、早朝からたくさんの子ども

たちと保護者が集まって、買い物袋をゴミ袋にして

海岸美化のために汗を流しました。海岸には一人で

は運べないような大きなごみも落ちていて、集まっ

た子どもたちもごみの多さに驚いていました。

海岸美化にご協力を！

ブラジル代表と記念品の
交換をする村長
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健
診
と
予
防
接
種

▽
喀
痰
容
器
回
収

と
　
き
＝
９
月
２
日
（
月
）

受
　
付
＝
午
前
９
時
〜
正
午

▽
一
歳
半
健
診

（
Ｈ
13
年
１
・
２
・
３
月
生
）

と
　
き
＝
９
月
４
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
風
し
ん

と
　
き
＝
９
月
５
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

９
月
６
日
（
金
）

20
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・

尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定

保
健
指
導
・
栄
養

指
導
な
ど

※
20
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

三
歳
児
健
診
の

日
程
変
更

ボールを使っての健康体操

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
13
年
９
月
・

Ｈ
14
年
２
月
・
５
月
生
）

と
　
き
＝
９
月
25
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

私たち保健衛生推進員は、長生村献血推進協議会

の主催する献血時に貧血予防食として試食を作り配

布しています。

献血に来ても血液の比

重が軽く献血ができずに

帰る人もいらっしゃいま

す。いわゆる貧血と呼ば

れるものですが、ほとん

どが鉄欠乏性貧血で、こ

れは食生活に大きく関係しています。

毎日の食生活で注意することは、
１朝･昼･夕、３食きちんと食べる。

２鉄分の多い食品をとる。

あさり、しじみ、まぐろ、かつおなどの魚介類、

納豆､ほうれんそう、小松菜、ひじき、そばなど。

３鉄分の吸収をよくするビタミンＣの多い食品をと

る。新鮮な野菜、果物類(特に柑橘系)、芋類など。

４血をつくるもとになるたんぱく質をしっかりとと

る。魚、肉、卵、大豆製品など。

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
」

は
２
日(

月)

と
19
日(

木)

で
、

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
で
す
。

10
月
２
日(

水)

に
予
定
し
て
い

ま
し
た
三
歳
児
健
診
が
、
10
月
９

日(

水)

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
対
象
者
に
は
改
め
て
通
知
し
ま

す
。

推進員さんによる調理実習

11

保健師だより

たばこたばこのことどれだけどれだけ
知っていますか？知っていますか？

今月の担当は川島です

未
成
年
者
喫
煙
と

そ
の
健
康
影
響

未
成
年
が
た
ば
こ
を
吸
う
こ

と
は
「
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
」

と
い
う
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

10
代
の
か
ら
だ
は
、
細
胞
分

裂
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど
の
有

害
物
質
を
取
り
込
み
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

人
に
な
っ
て
吸
い
は
じ
め
る
よ

り
も
、
た
ば
こ
の
害
を
強
く
受

け
て
し
ま
う
の
で
す
。

未
成
年
の
喫
煙
が
い
け
な
い

お
も
な
理
由

①
大
人
に
な
っ
て
吸
い
は
じ
め

る
よ
り
、
た
ば
こ
が
習
慣
に
な

っ
て
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い

一
度
吸
う
こ
と
が
習
慣
に
な

っ
て
し
ま
う
と
、
い
ざ
や
め
よ

う
と
思
っ
て
も
い
ら
い
ら
し
集

中
力
が
な
く
な
り
、
吸
わ
ず
に

い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。（
ニ
コ

チ
ン
依
存
）
特
に
、
未
成
年
は

少
な
い
本
数
で
習
慣
に
な
り
や

す
く
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
お

よ
そ
40
％
は
10
代
か
ら
の
喫
煙

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
大
人
に
な
っ
て
吸
い
は
じ
め

る
よ
り
、
病
気
で
死
亡
す
る
危

険
が
高
く
な
る

喫
煙
開
始
年
齢
が
早
い
ほ
ど
、

肺
が
ん
な
ど
の
が
ん
や
心
臓
病

の
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
10
代
の
肺

の
細
胞
は
元
気
よ
く
分
裂
し
成

長
を
続
け
ま
す
。

こ
の
時
期
の
細
胞
は
、
た
ば

こ
の
発
が
ん
物
質
の
影
響
を
受

け
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
に
よ
っ
て
肺
の
中
の

細
胞
は
少
し
ず
つ
変
化
し
、
が

ん
の
芽
と
な
り
ま
す
。
こ
の
芽

が
成
長
す
る
に
は
長
い
年
月
を

必
要
と
し
、
あ
る
と
き
か
ら
急

激
に
分
裂
し
肺
が
ん
と
な
る
の

で
す
。

③
楽
し
い
は
ず
の
学
校
生
活
が

台
無
し
に
な
る

ニ
コ
チ
ン
が
体
内
の
血
管
を

細
く
し
、
心
臓
に
負
担
を
か
け

ま
す
。
息
切
れ
が
し
て
ス
タ
ミ

ナ
が
な
く
な
り
、
学
習
能
力
が

落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
口
臭
が
し
た
り
肌
が

荒
れ
る
な
ど
の
体
の
変
化
が
見

ら
れ
、
ち
っ
と
も
か
っ
こ
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。

喫
煙
の
き
っ
か
け

「
友
だ
ち
も
吸
っ
て
い
る
」

と
か
「
た
ば
こ
を
吸
っ
て
や
せ

た
い
」「
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

人
っ
て
か
っ
こ
い
い
」
な
ど
、

ま
わ
り
の
友
人
関
係
な
ど
に
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
未
成
年
の
た
ば
こ

の
害
に
つ
い
て
知
っ
て
い
れ
ば
、

「
た
ば
こ
を
吸
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
興
味
も
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
友
だ
ち
に
勧
め

ら
れ
た
ら
「
断
る
勇
気
」
を
も

っ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち

の
健
康
な
未
来
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
が
た
ば
こ
を
手
に
し
な

い
よ
う
な
社
会
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
わ
り
の
人
や
赤
ち
ゃ
ん
に
も

迷
惑
な
た
ば
こ
の
煙

た
ば
こ
の
先
か
ら
モ
ク
モ
ク

立
ち
の
ぼ
る
煙
（
副
流
煙
）
は
、

直
接
た
ば
こ
か
ら
吸
い
込
む
煙

（
主
流
煙
）
よ
り
も
有
害
物
質
が

多
く
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

本
人
よ
り
も
ま
わ
り
に
い
る
人

が
、
こ
の
副
流
煙
を
吸
う
こ
と

で
目
の
痛
み
や
く
し
ゃ
み
、
頭

痛
な
ど
の
ほ
か
に
肺
が
ん
や
喘

息
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
喫
煙
率
も
高

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
ば
こ
の
害
は
将
来
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
な
ど

の
せ
い
で
、
血
管
が
細
く
な
り

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
栄
養
や

酸
素
が
運
ば
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
産
の
危
険
や
生

ま
れ
た
と
き
の
体
重
が
２
５
０

０
ｇ
未
満
に
な
っ
た
り
、
何
ら

か
の
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
て

く
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

「
禁
煙
し
た
い
け
ど
・
・
」
と

い
う
人
を
応
援
し
ま
す
！

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
禁
煙

し
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
や
め

ら
れ
な
い
」
と
い
う
人
に
対
し
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
で
た
ば

こ
が
や
め
ら
れ
る
よ
う
応
援
し

て
い
ま
す
。
去
年
は
８
人
が
参

加
し
、
３
人
が
禁
煙
に
成
功
し

ま
し
た
。
一
度
話
を
聴
い
て
み

た
い
と
思
っ
た
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
32
）
６
８
０
０
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　
　

親
　

地
　
区

久
保
田
千
寛

恭
朗
　
岩
　
沼

市
村
　
祐
人

幸
雄
　
七
井
土

籾
木
　
星

淳
　
　
市
ヶ
谷

今
井
　
晃
江

登
　
　
水
　
口

麻
生
　
純
平

勝
之
　
上
の
原

出
生
・
死
亡
（
７
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

ピ
ン
ク
系
の
淡
い
紫
色
の
コ
ッ

ト
ン
パ
ー
ル
（
ラ
メ
入
り
）
の
糸

で
、
半
袖
の
セ
ー
タ
ー
を
編
み
ま

し
た
。
糸
が
細
い
の
で
編
む
の
が

大
変
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
毛

糸
を
編
む
の
と
大
差
な
く
で
き
ま

し
た
。

裾
と
袖
口
の
部
分
は
透
か
し
柄

に
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
つ
け
ま
し

た
。
ひ
も
の
よ
う
に
細
長
く
縦
に

編
ん
だ
も
の
を
横
に
し
て
、
そ
こ

か
ら
編
み
目
を
拾
っ
て
身
ご
ろ
を

編
ん
で
い
く
の
で
す
が
、
自
分
の

寸
法
と
模
様
が
脇
の
継
ぎ
目
で
揃

う
よ
う
に
目
数
を
決
め
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。

身
ご
ろ
の
上
部
全
体
に
透
か
し

模
様
を
入
れ
、
涼
し
さ
を
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
着
丈
を
短
く
す
る

こ
と
で
若
々
し
さ
も
で
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
裾
と
袖
口
と
襟
ぐ
り

は
、
か
ぎ
針
で
ピ
コ
ッ
ト
を
入
れ

た
細
編
み
を
１
段
編
み
込
み
、
内

側
へ
の
丸
ま
り
を
防
ぎ
、
な
お
か

つ
し
っ
か
り
し
た
感
じ
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

○
講
師
か
ら
一
言

夏
素
材
は
編
み
に
く
い
も
の
で

す
が
、
機
械
編
み
の
よ
う
に
目
が

揃
っ
て
い
る
力
作
で
す
ね
。

田中　道子さん
（市ヶ谷）

まんがで選挙を考える

投票日を忘れないように
泉　昭二
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,290人(+10)

女　7,337人 (+0)

計 14,627人(+10)

■世帯数

4,856戸 (+12)

８月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

狩
野
　
信
次
　
74
歳
　
竜
宮
台

荒
木
喜
代
子
　
66
歳
　
七
井
土

小
高
　
せ
つ
　
78
歳
　
信
　
友

岡
山
美
代
子
　
64
歳
　
宮
ノ
台

田
中
　
貞
夫
　
83
歳
　
高
谷
原

木
島
す
ゑ
子
　
73
歳
　
昭
　
和

高
橋
　
一
郎
　
81
歳
　
竜
宮
台

田
中
　
み
か
　
85
歳
　
上
の
原

東
條
　
ト
ラ
　
88
歳
　
南
中
瀬

渡
邊
　
邦
博
　
72
歳
　
市
ヶ
谷

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

４人で
悪戦苦闘

網のなかには

炊事の始まりは、火を起こすこ

とから。火をつけたいのになかな

かついてくれません。

とある日の地引網。網に大量にか

かったのは・・・くらげ？

そういうときもありますよね。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

僕の夢は、将棋のプロ棋士になるこ

とです。強くなって、タイトルをたく

さんとりたいです。今は、村の将棋ク

ラブに通っています。大人の人と対局

して、練習をしています。

古山　晃大くん

高　根　小

６　年

私の夢は、かんごふになることです。

私は、小さいときに入院してかんごふ

さんにやさしくされたので、かんごふ

さんにあこがれてなりたいと思いまし

た｡

岩沢　胡桃さん

八　積　小

６　年
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
地引網で大量にかかった、ふわふわしていて、

みんなに嫌われるものは何？

１、あじ　２、くらげ　３、さば

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ９月13日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え １、交通災害共済

◇当選者　今井　尚輝さん、小高　正美さん
渡辺　清光さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

７
月
24
日
に
、
農
業
委
員
会

総
会
が
開
催
さ
れ
会
長
に
土
屋

久
男
さ
ん
（
岩
沼
）
が
、
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

土
屋
会
長
は
、
農
業
委
員
の

仕
事
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。

「
主
な
仕
事
は
農
地
法
に
基

づ
く
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
贈

与
な
ど
の
権
利
移
転
や
転
用
の

許
認
可
、
農
地
の
利
用
関
係
の

あ
っ
せ
ん
、
農
業
者
年
金
、
贈

与
税
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
、

標
準
小
作
料
や
農
作
業
標
準
料

金
の
設
定
な
ど
で
す
。
ま
た
農

家
、
消
費
者
と
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
で
も
あ
り
、
農
家
だ
け
で

な
く
消
費
者
側
か
ら
見
た
農
業

に
関
す
る
対
策
を
行
う
の
も
農

業
委
員
の
仕
事
で
す
」

農
業
委
員
会
の
会
長
と
し
て

の
抱
負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
今
農
業
は
転
換
期
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
農
家
に
い

た
っ
て
は
後
継
者
不
足
に
伴
う

農
地
の
遊
休
化
、
ま
た
規
制
緩

和
に
よ
る
外
国
か
ら
の
農
作
物

の
輸
入
も
増
え
て
い
ま
す
。
消

費
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
昨
年
９

月
か
ら
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
を
発
端

に
、
食
に
関
す
る
不
安
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
新

た
な
問
題
に
農
業
委
員
と
し
て

で
き
る
限
り
責
任
と
誇
り
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
農
家
か
ら
の
声
だ
け
で
な

く
、
消
費
者
側
の
声
に
も
耳
を

傾
け
食
の
安
全
、
安
心
に
も
力

を
入
れ
21
世
紀
型
の
農
業
と
消

つちや・ひさお　昭和11年9月10日、岩
沼生まれ。

平成11年から農業委員となり、現在2

期目。2期目の平成14年７月から農業委

員会長を務める。

また、長生村交通安全対策協議会にも

30年以上所属し、現在一宮交通安全協会

の会長を務める。

農
業
と
消
費
者
の
よ
り
よ
い
関
係
をさ

ん

心
に
残
る
た
び
の
一
つ
に
季

節
が
来
る
と
想
い
は
つ
の
る
。

飛
ん
で
行
き
た
や
八
尾
の
町
へ
。

富
山
県
八
尾
町
、
人
口
２
万

強
の
静
か
な
町
も
こ
の
時
期
、

20
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ

る
と
い
う
。
９
月
１
日
か
ら
３

日
間
、
夜
を
徹
し
て
歌
い
踊
ら

れ
る
風
の
盆
。
寛
永
年
間
に
始

ま
り
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
と
い
う
。
三
味
線
、
太
鼓
、

胡こ

弓
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
、
お
わ

ら
節
は
名
調
子
。
踊
り
手
は
な

ん
と
も
優
雅
、
悲
し
く
、
切
な

く
、
哀
愁
が
た
だ
よ
う
。

な
ぜ
こ
う
も
人
々
の
心
を
魅ひ

き
つ
け
る
の
か
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
踊
り
は
小
学
生
時
代
か

ら
、
中
学
、
高
校
で
は
お
わ
ら

節
の
サ
ー
ク
ル
が
幼
い
時
か
ら

体
に
し
み
つ
い
て
い
た
も
の
が

石
渡
か
す
み
（
一
松
新
屋
敷
）

越
中
お
わ
ら
風
の
盆

現
地
調
査
を
行
う
土
屋
会
長

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢
も

必
要
だ
と
考
え
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
ケーキ

講師の樫崎さん

かぼちゃのプディングかぼちゃのプディング
●材　料（18㎝型またはプリンカップ8～10個分）
・かぼちゃ・・・・・・・300ｇ

・卵・・・・・・・・・・4個

・砂糖・・・・・・・・・70ｇ

・牛乳・・・・・・・・・200㏄

・生クリーム・・・・・・100㏄

・バニラエッセンス・・・少々

・カラメルソース

砂糖・・・・・・・・80ｇ

水・・・・・・・・・大さじ2

☆型の内側に薄くバターを塗っておく

●作り方
①小鍋に砂糖と水を入れ強火にかけ、鍋を回しながら煮立て

る。全体にこげ色がついたら火から下ろし、型の底一面に

広がるように流し入れる。(カラメルはむやみに混ぜない)

②かぼちゃは皮と種を取り適当な大きさに切りレンジか蒸し

器で柔らかく蒸す。熱いうちにざるなどで裏ごししておく。

③ボウルに卵を入れほぐす。砂糖の半量を入れざらつきがな

くなるまでよく混ぜる。一回こして②のかぼちゃと混ぜる。

④鍋に牛乳と残りの砂糖をいれ熱くし、③に少しずつ加える。

生クリーム、エッセンスを加え混ぜ合わす。

⑤カラメルをしいた型に静かに流し込む。天板に60℃ぐら

いの湯をはり型を置き160℃のオーブンで50分くらい焼

き、型のまま冷やす。(しっかり冷えるまで)

⑥型の回りを竹串でぐるりと一周させてプリンと型の間を離

す。皿をかぶせ手早くひっくり返し型を静かにはずす。

※蒸し器で蒸しても良いでしょう。

※カラメルは後からかけても良いです。

★作り方に関する問い合わせは、樫崎麻由美さんまで

（32）5123

費
者
の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
ま
た
、
農
業
の

構
造
改
革
と
し
て
、
認
定
農
業

者
の
育
成
、
確
保
に
も
力
を
い

れ
、
耕
作
放
棄
地
を
少
な
く
し
、

村
内
の
農
地
を
有
効
利
用
し
て

い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

村
の
現
状
と
農
業
に
つ
い
て

土
屋
さ
ん
は
「
長
生
村
は
転
入

者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
都
市

部
か
ら
移
り
住
ん
で
来
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
人
た
ち
と
村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
の
接
点
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
村
で
取
れ
た
農

作
物
を
新
し
く
村
の
住
人
と
な

っ
た
人
た
ち
が
食
べ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
新
し
い
人
た
ち

の
農
業
に
対
す
る
関
心
と
理
解

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

「
先
程
も
言
い
ま
し
た
が
、

農
業
委
員
は
農
家
、
消
費
者
と

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
常

に
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
て
意

見
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
農
業
は
古
く
か
ら
あ
る
の

で
、
と
か
く
慣
例
に
縛
ら
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
面
も
持
っ
て
い

る
と
思
い
す
が
、
常
に
新
し
い

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

歌
詞
は
毎
年
募
集
し
、
す
ぐ

れ
た
も
の
を
取
り
入
れ
何
百
年

も
伝
統
の
中
で
歌
わ
れ
た
歌
詞

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
そ

う
で
す
。
見
れ
ば
町
並
み
に
飾

ら
れ
た
提
灯
に
は
い
ろ
い
ろ
な

歌
が
書
い
て
あ
る
。
と
り
わ
け

心
を
魅
く
詞
が
あ
り
そ
の
中
か

ら
、風

の
盆
来
り
ゃ
心
に
秘
め
た

恋
の
花
咲
く
　
お
わ
ら
酔
芙
蓉

見
た
や
逢
い
た
い
　
想
い
は

募
る
　
恋
し
や
　
八
尾
の
お
わ

ら
月
あ
か
り

も
う
す
ぐ
９
月
、
今
年
も
八

尾
の
町
は
提
灯
に
灯
が
点
り
あ

の
哀
愁
を
帯
び
た
音
色
一
色
に

染
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

踊り手さんと一緒に記念撮影
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

２
日
と
16
日

は
、
体
育
館
・

武
道
館
・
弓
道

場
・
薮
塚
球
技

場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

６
日
・
13

日
・
20
日
・
27
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

初
心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

昼
の
部
と
夜
の
部
の
２
コ
ー
ス
で
行

い
ま
す
。（
前
回
受
講
さ
れ
た
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）

◇
と
　
き

昼
の
部
（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

10
月
５
日
（
土
）、
19
日
（
土
）、
26

日
（
土
）、
11
月
９
日
（
土
）、
16
日

（
土
）、
23
日
（
土
）、
12
月
７
日

（
土
）、
14
日
（
土
）

夜
の
部
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

10
月
９
日
（
水
）、
17
日
（
木
）、
23

日
（
水
）、
11
月
13
日
（
水
）、
20
日

（
水
）、
21
日
（
木
）、
27
日
（
水
）、

12
月
４
日
（
水
）、
11
日
（
水
）、
18

日
（
水
）

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

◇
内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ロ
ー

マ
字
入
力
に
よ
る
文
書
の
作
成
、
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
の
習
得

◇
対
象
者

中
学
生
以
上
の
村
民

◇
募
集
人
員

各
20
人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
２
、
０
０
０
円
）

◇
申
し
込
み

昼
の
部
、
夜
の
部
と
も

９
月
14
日
（
土
）
か
ら
中
央
公
民
館

民
体
育
大
会
の
成
績

郡郡郡郡
長
生
郡
民
体
育
大
会
が
、
長
南
町
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
成
績
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ク

レ
ー
射
撃
、
弓
道
が
優
勝
し
ま
し
た
。

他
の
種
目
で
も
選
手
の
み
な
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
健
闘
し
、
総
合
で
は
３
位
と
な
り

ま
し
た
。

ソ
コ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

パパパパ

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
技
術
や
経
験

を
活
か
し
て
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
南
米
・
大
洋
州
及
び
東
欧

諸
国
の
、
国
造
り
に
協
力
す
る
青
年
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

◇
募
集
期
間

10
月
10
日
〜
11
月
16
日

◇
応
募
方
法

青
年
海
外
協
力
隊
所
定

の
願
書
を
協
力
隊
事
務
局
に
11
月
16

日
ま
で
に
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

◇
資
　
格

20
歳
〜
39
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な

青
年
男
女

◇
説
明
会
日
程
・
場
所

・
10
月
16
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

・
10
月
22
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
木
更
津
市
立
中
央
公

民
館

・
10
月
28
日
（
月
）
午
後
６
時
45
分
〜

８
時
45
分
　
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

・
10
月
31
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
浦
安
市
民
プ
ラ
ザ

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

１
０
１

年
海
外
協
力
隊
員
の

募
集
説
明
会

青青青青
窓
口
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
電
話
で
の
申
込
は
受
け
ま
せ
ん
）

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

・
11
月
６
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
船
橋
市
中
央
公
民
館

・
11
月
12
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

※
募
集
説
明
会
で
は
、
協
力
隊
事
業

の
紹
介
映
画
の
上
映
、
帰
国
隊
員
に

よ
る
体
験
報
告
、
応
募
要
領
の
説
明

及
び
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

国
際
協
力
事
業
団

東
京
国
際
セ
ン
タ
ー

０
３
（
３
４
８
５
）
７
０
５
７

（
財
）
ち
ば
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー

０
４
３
（
２
９
７
）
０
２
４
５

千
葉
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

０
４
３
（
２
２
３
）
２
３
３
０

※
こ
の
他
に
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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八
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

梅
干
し
て
三
日
三
晩
の
香
り
満
ち
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

鏡
台
の
雀
斑
の
に
じ
む
終
戦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

朝
涼
や
厨
に
香
る
離
乳
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子
　

と
れ
と
れ
の
鯵
の
桃
色
黄
色
か
な
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

捩
花
の
の
ぼ
り
つ
め
た
る
紅
あ
は
し
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

一
畝
の
は
る
か
に
遠
し
草
む
し
り
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

一
と
汗
も
二
た
汗
も
か
き
主
婦
健
在
　
　
　
　
　
　
海
津
や
す
は

抜
殻
に
手
を
休
ま
せ
て
墓
洗
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
篤
美

白
桃
の
子
よ
り
届
け
ば
励
み
い
で
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

遠
花
火
ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
を
肩
ぐ
る
ま
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

声
か
け
て
声
な
き
家
や
釣
鐘
草
　
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

一
刀
両
断
夏
空
分
つ
水
平
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
千
代

風
鈴
や
海
よ
り
朝
の
風
届
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
て
る
子

夕
月
や
木
魚
の
音
と
蝉
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
英
子

草
の
香
や
真
菰
刈
る
人
稀
に
な
り
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

空
蝉
や
塚
と
な
り
た
る
古
戦
場
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

温
も
り
の
残
る
犬
抱
き
雷
き
ざ
す
　
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

海
よ
り
の
風
に
た
か
な
る
江
戸
風
鈴
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

白
雲
と
ま
が
ふ
夕
月
早
稲
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

人
声
の
裏
へ
と
ま
わ
る
白
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

第
43
回
長
生
村
民
体
育
祭
を
10
月
13

日
（
日
）
に
尼
ヶ
台
総
合
公
園
運
動
広

場
で
行
い
ま
す
。

村
内
を
６
チ
ー
ム
（
高
根
南
・
高
根

北
・
一
松
南
・
一
松
北
・
八
積
南
・
八

積
北
）
に
分
け
て
の
対
抗
戦
で
す
。

保
育
所
児
童
の
種
目
、
小
学
生
の
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
中
学
生
種
目
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
14
日
（
体
育

の
日
）
に
順
延
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
会
場
ま
で

は
乗
り
合
わ
せ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
月
は
立
川
の
国
営
昭
和
記
念
公
園

で
す
。
訪
れ
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が

あ
る
「
日
本
庭
園
」「
花
木
園
」「
み
ん

な
の
原
っ
ぱ
」「
コ
ス
モ
ス
の
丘
」
な

ど
を
の
ん
び
り
と
散
策
し
ま
す
。

◇
と
　
き

９
月
15
日
（
日
）
午
前
７

時
　
茂
原
駅
集
合
　
７
時
９
分
快
速

東
京
行
き
乗
車
・
ホ
リ
デ
ー
パ
ス
利
用

◇
コ
ー
ス

立
川
駅→

記
念
公
園
立

川
口
ゲ
ー
ト→

ふ
れ
あ
い
橋→

水
鳥
の
池→

渓
流
広
場→

林
間
広

民
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す

村村村村
生
歩
こ
う
会

９
月
の
例
会
案
内

長長長長

導
者
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

指指指指
県
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
野

外
活
動
の
指
導
者
を
養
成
す
る
講
座

を
、
次
の
と
お
り
を
開
催
し
ま
す
。

◇
事
業
名

「
房
総
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
指
導
者
養
成
講
座

◇
と
　
き

10
月
５
日
（
土
）
〜
６
日

（
日
）（
１
泊
２
日
）

◇
と
こ
ろ

県
立
鶴
舞
青
年
の
家

◇
対
　
象

成
人
30
人
（
大
学
生
・
専

門
学
校
生
を
含
む
）

◇
費
　
用

２
、
０
０
０
円

◇
募
集
期
間

９
月
２
日
（
月
）
〜
27

日
（
金
）

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
教
育
庁
生
涯

学
習
部
社
会
教
育
課
　
青
少
年
・
成

人
教
育
推
進
班

０
４
３
（
２
２
３
）
４
０
７
０

場
の
順
で
園
内
を
散
策

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
無
料
、
会
員
以
外

２
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
保
障
は
、
保
険
の
範
囲

以
内
と
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険
証

◇
締
め
切
り

９
月
７
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９
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文化会館・公民館の休館日 

休 館 日 

月 

５ ６ ７ 
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

１ ２ ３ ４ 

29 30

9

31 

５ 
６ ７ ８ ９ 10 11 12 
13 14 15 16 18 19 
20 21 22 23 24 25 26 
27 28 

１ ２ ３ ４ 

17 

29 30 

10 
 
月 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

文化会館　　32ｰ5100

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
遠
い
昔
か

ら
「
西
の
富
士
、
東
の
筑
波
」
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
紫
峰
ー
筑
波

山
で
「
村
民
歩
け
歩
け
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
17
日(

日)

午
前
７

時
中
央
公
民
館
出
発
（
雨
天
中
止
）

◇
と
こ
ろ

茨
城
県
つ
く
ば
市
「
筑

波
山
」

◇
募
集
人
員

70
人
（
村
内
在
住
者
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

◇
参
加
費

１
、
５
０
０
円
（
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
運
賃
・
保
険
代
含
）

◇
持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・

保
険
証
の
写
し
な
ど

◇
申
込
方
法

記
入
例
を
参
考
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
生
涯
学
習
課
へ
申
し

込
む
（
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し
込

め
ま
す
。
２
人
分
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
締
め
切
り

９
月
20
日(

金)

当
日

消
印
有
効
）

◇
主
　
催

長
生
村
健
康
ち
ば
推
進

員
連
絡
協
議
会

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

※
電
話
・
来
館
に
よ
る
受
け
付
け
は

し
ま
せ
ん
。

葉
県
警
察

音
楽
隊
演
奏
会

千千千千

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタリリリリ

ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

秋
番
組
　
９
月
14
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

○
秋
の
星
座

○
２
０
Ｘ
Ｘ
年
宇
宙
ホ
テ
ル
・
ツ
ア
ー

２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
い
よ
い
よ
一
般
の

観
光
客
が
宇
宙
へ
旅
立
つ
時
代
が
来
よ

う
と
し
て
い
た
。
人
類
史
上
初
の
宇

宙
滞
在
用
ホ
テ
ル
が
完
成
し
た
の
だ
。

日
常
生
活
を
離
れ
た
宇
宙
と
い
う

空
間
に
浮
か
ぶ
ホ
テ
ル
で
の
、
地
上

と
は
違
っ
た
体
験
を
レ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
物
語
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

往信 
長
生
村
岩
沼
２
１
１
９ 

長
生
村
文
化
会
館
内 

　
生
涯
学
習
課
　
行 

　
　
　
　
　
　
　
　 

返
信
用
は
が
き
の
裏
は
、 

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

2 9 9 4 3 3 650
返信 長

生
村
○
○
○
○
番
地 

○
　
○
　
○
　
○
　
様 

※
返
信
用
は
が
き
に
は
、 

申
し
込
み
者
の
住
所
・ 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い 

※
二
人
で
申
し
込
む
場
合
に
は
、
二
人
の 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号 

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

      50 村
民
歩
け
歩
け
大
会
参
加 

住
所 

氏
名 

年
齢 

電
話
番
号 

申 し 込 み は が き の 記 入 例
県
民
と
警
察
を
結
ぶ
「
音
の
か
け

橋
」
と
し
て
、
県
民
か
ら
親
し
ま
れ
、

波
山
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か

筑筑筑筑

愛
さ
れ
る
音
楽
隊
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

◇
と
　
き
　
９
月
22
日
（
日
）

開
場
　
午
後
２
時
30
分

開
演
　
午
後
３
時

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村

教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

※
や
む
を
え
な
い
事

情
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
９
月
９
日
〜
９
月
13
日
ま

で
、
秋
番
組
へ
の
入
替
え
の
た

め
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
生
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
２
０
０
円

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
信長を撃（はじ）いた男　　　　　　　　南原　幹雄

てるてる坊主の照子さん上・下　　　　なかにし　礼

夏日　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴海　　章

カリナン　　　　　　　　　　　　　　　春江　一也

花　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　真理子

トキオ　　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾

奥様はネットワーカ　　　　　　　　　　森　　博嗣

花火屋の大将　　　　　　　　　　　　　丸谷　才一

男装の麗人　　　　　　　　　　　　　　村松　友　

ひやりとする軽井沢　　　　　　　　　　山口　洋子

家族力　　　　　　　　　　　　　　　　山本　一力

終わりなき始まり上下　　　　　　　　　梁　　石日

亡国の日本大使館　　　　　　　　　　　古森　義久

北アルプストイレ事情　　　　　　　信濃毎日新聞社

アジ攻略マニュアル　　　　　　　　つり情報編集部

合格！受験生レシピ　　　　　　　　　　中川　八郎
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
南の息　　　　　　　　　　　　　　　　青野　　聡

【ノスリ】の巣　　　　　　　　　　 逢坂　　剛

龍宮　　　　　　　　　　　　　　　　　川上　弘美

狂王の庭　　　　　　　　　　　　　　小池　真理子

投資アドバイザー有利子　　　　　　　　幸田　真音

縮んだ愛　　　　　　　　　　　　　　　佐川　光晴

半次捕物控命みょうが　　　　　　　　　佐藤　雅美

妻の帝国　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　哲也

南無　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　洋二郎

大盗の夜　　　　　　　　　　　　　　沢田　ふじ子

にたり地蔵　　　　　　　　　　　　　沢田　ふじ子

異聞・武蔵剣刃録　　　　　　　　　　　新宮　正春

発火点　　　　　　　　　　　　　　　　真保　裕一

流されびと考　　　　　　　　　　　　　杉本　苑子

道元　　　　　　　　　　　　　　　　　立松　和平

球形時間　　　　　　　　　　　　　　多和田　葉子

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
で
は
、

手
話
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
。

正
確
さ
と
共
に
適
切
な
気
配

り
を
重
視
し
た
本
書
は
、
従

来
の
手
話
の
学
習
本
の
枠
を

越
え
た
「
手
話
サ
ー
ビ
ス
の

本
」
で
す
。

接
客
手
話

こ
ど
も
く
ら
ぶ

み
う
た
さ
ん
の

野
菜
た
っ
ぷ
り
お
や
つ

江
島
　
雅
歌

い
も
や
か
ぼ
ち
ゃ
は
も
ち

ろ
ん
、
大
根
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

小
松
菜
な
ど
も
お
い
し
い
お

菓
子
に
。
台
所
に
あ
る
普
通

の
野
菜
で
気
軽
に
お
や
つ

を
。
減
糖
・
減
バ
タ
ー
で
自

然
の
風
味
を
生
か
し
た
63
品

を
紹
介
し
ま
す
。

入りました

ネシャン・サーガ

ラルフ・イーザウ

現代ゴミ紛争 田口　正巳

マディソン郡の橋　終楽章

ロバート・J・ウォラ－

天の夜曲 宮本　　輝

老いてこそ人生 石原　慎太郎

論理的に考える力を引き出す

三森　ゆりか

生き方上手 日野原　重明　

学校の怪談 岡崎　弘明

リクエ トス 本 が

９月５日(木) ～ 12日(木)までの８日間、蔵書点検のため図書室はお休みします。
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

四団体無料相談

小型船舶免状の
更新と失効講習

家庭児童相談室を

ご利用ください

長生支庁では、児童福祉の向上

を図るため「家庭児童相談室」を

設置し、専門的立場から家庭にお

ける児童養育などについて相談に

応じています。身近な相談機関と

して気軽にご利用ください｡

◇相談機関の名称 長生支庁家庭

児童相談室

◇相談場所 長生支庁社会福祉課

内（合同庁舎） 22-1731

◇相談日 月曜日～金曜日、午前

９時～午後５時（祝祭日及び年

末年始を除く）

◇相談内容 親子関係、不登校、

生活習慣、非行、環境福祉など

◇相談方法 面接相談または電話

相談（いずれも無料）

◇申し込み 電話により随時受付

長生支庁社会福祉課 22-1731

今月は

国国国国 民民民民 健健健健 康康康康 保保保保 険険険険 税税税税
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料 の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

9・1
睦沢診療所 粒良医院 長生病院
44ｰ2236 25ｰ8580 34ｰ2121

9・8
岡田眼科医院 渡辺医院 高田整形外科医院
42ｰ3529 27ｰ7733 22ｰ0111

9・15
植草内科医院 宮本内科医院 菅原病院
42ｰ2005 22ｰ3770 25ｰ1171

9・16
長生村国保診療所 ポプラクリニック 鎗田整形外科医院
32ｰ3303 23ｰ3111 24ｰ8686

9・22
内山医院 聖光会病院 宍倉病院
42ｰ2062 35ｰ5151 24ｰ2171

9・23
長生八積医院 鵜沢外科内科 君塚病院
32ｰ3282 34ｰ2496 25ｰ1811

9・29
津谷クリニック 大塚内科 茂原機能クリニック
32ｰ5645 23ｰ6121 25ｰ7755

行政書士会、税理士会、司法書

士会、土地家屋調査士会では、法

の日における「四団体無料相談会」

を、次のとおり開催します｡

◇と　き 10月１日（火）午前10

時～午後４時

◇ところ
茂原市中央公民館

大原町文化センター

おおたきショッピングプラザオ

リブ

◇相談内容
・農地転用、各種許認可申請に関

する諸問題

・税金、会社決算などに関する諸

問題

・相続、贈与、売買などの登記に

関する諸問題

・境界、測量、地目変更、建物登

海技免状は５年毎に更新が必要

です。国土交通省の指定講習機関

での講習を受講してください。

◎成田市会場
◇と　き ９月28日（土）午前９

時45分から

◇ところ 成田国際文化会館

◎千葉市会場
◇と　き ９月29日（日）午前10

時から

◇ところ 千葉市文化センター

◇申し込み・問い合わせ 海事代

理士　土倉英郎事務所　佐原市

大倉798-15 0478-57-3078

※申し込みは、受講日の10日前まで

法の日における 記に関する諸問題

◇問い合わせ 千葉県行政書士会

長夷支部事務局　大多和

33-2598
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

日本プロ野球
名球会が来ます

金田正一さんほか日本プロ野球

名球会会員や元プロ野球選手と、

茂原市選抜チームとのドリームゲ

ームなどイベントが開催されます｡

◇と　き 10月20日（日）

◇ところ 長生の森公園野球場

◇内　容
・少年野球教室　（10:00～11:45）

・ドリーム抽選会（12:00～12:15）

・開会式　　　　（12:30～13:00）

・200勝投手に挑戦

（13:00～13:30）

・ホームラン競争（ 同　　上　）

・ドリームゲーム（13:30～14:50）

◇入場料 無料（野球場への入場

は、整理券が必要です）

◇入場整理券の配付場所
9月18日(水)から市民体育館、茂

原中央公民館、本納公民館、鶴枝

公民館、茂原公民館、東部台文

化会館、長生郡市内教育委員会

◇問い合わせ　茂原市民体育館
23ｰ2811

福祉のしごと
体験学習会の開催

講演会と
医療相談会の開催

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ９月９日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ９月15日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ９月17日（火）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ９月20日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 ９月９日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

千葉県福祉人材センターでは、

福祉施設への就職を希望する人を

対象に、福祉についての基礎的な

知識の習得と福祉施設での就労に

対する関心を高めるための学習会

を開催します。

◇と　き
《講義》10月19日（土）午前10

時～午後４時

《施設実習》10月22日（火）～

24日（木）午前９時～午後４時

（実習はいずれか１日）

◇ところ
《講義》茂原市総合市民センター

４階視聴覚室

《施設実習》長生・山武・夷隅地

域の老人福祉施設

◇定　員 30人（参加費無料）

◇対　象 社会福祉に就職を希望

する年齢60歳までの人

◇申し込み 千葉県福祉人材セン

ターへ電話で申込みください。

９月５日（木）午前９時から受

腎臓病・糖尿病・移植に関心の

ある人ならばどなたでも参加でき

ます。この機会にご参加いただき、

腎臓病などについての不安を取り

除きましょう。

◇と　き 10月27日（日）午後１

時～４時

◇ところ ぱるるプラザ千葉

（ＪＲ千葉駅前）

◇内　容
講演会

「透析アミロイドシスについ

て」講師　中澤了一先生

「腎臓移植の最近の進歩」

講師　有田誠司先生

医療相談会　ほか

◇参加費 無料

◇問い合わせ 千葉県腎臓病患者

連絡協議会　〒260ｰ0041 千

葉市中央区東千葉2ｰ6ｰ1ｰ407

043ｰ256ｰ4661

付開始　　043-248-1294

※定員になり次第締め切ります。



今年の夏は今までになく暑
かったですね。ちょっと太め
の私は寒さには強いんですが、
暑いのだけは我慢できません。
カメラを構えてシャッターチ
ャンスを狙っていると体中か
ら汗が噴き出て、目に入るし
シャツはびしょぬれになるは
で散々です。秋が待ち遠し～
い！のは私だけかな？　（お）

春の運動会で
す。泳げ！こい
のぼりレースで
頑張っている自
分をかきました。

八積小
（３年生）

ハルメンの笛吹き
をかきました。長い
行列を遠近感で表現
しました。

高根小
（５年生）

石川　香 さん

平成14年9月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

お父さんのあおいでくれるうち

わの風が大好きで、いつも両手を

上げて大はしゃぎしています。

平成13年９月25日生

父・植竹恒和、母・明美さん

みくに
　 　 　

ちゃん（七井土）

食べるの大好き。お遊び大好き。

プーさん大好き。でも、やっぱり

じ～たんとば～たんが一番大好

き。

平成13年９月30日生

父・岡田三男、母・幸織さん

侑
ゆう

也
や

ちゃん（中之郷）

鴨とアヒルを交配させたもの
を合鴨といいます。黒系が鴨に近い合鴨、
黄色系がアヒルに近い合鴨だそうです。合鴨は稲
を食べずに、水田雑草に多い柔らかい筋のない草を喜んで
食べます。また、ウンカやいなごなど害虫も食べます。合鴨のこう
した習性を利用し、化学肥料や農薬を使わず稲作栽培をする合鴨農法が高
根南部でおこなわれています。 （撮影地：南部）

合　鴨

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

山口花菜 さん

愛鳥週間のポス
ターです。羽の色
を出すのに重ねぬ
りをしました。

一松小
（４年生）

竹内　萌 さん

この広報は再生紙を使用しています。

あい がも


